
平成２5年度補正
中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業
１．事業の目的

３．補助対象事業

５．補助率等 

２．補助対象者

４．補助対象要件

ものづくり・商業・サービスの分野で環境等の成長分野へ参入するなど、革新的な取組にチャレンジする中小企業・小規模
事業者に対し、地方産業競争力協議会とも連携しつつ、試作品・新サービス開発、設備投資等を支援する。

本事業では、【ものづくり技術】、【革新的サービス】の２類型がある。それぞれについて「１．成長分野型」、「２．一般型」、「３．
小規模事業者型」がある。

ものづくり技術 革新的サービス
１．成長分野型
　・補助上限額：1,500万円
　・補助率：２／３
　・設備投資が必要

「成長分野」とは、
「環境・エネルギー」「健康・医療」「航空・宇宙」とする。
【参考：日本再興戦略（平成25年６月14日）】
本類型に申請可能な者は、専ら、上記の３分野のいずれかに関する試作品・生産
プロセスの改善・新サービス開発に取り組む者とする。

２．一般型
　・補助上限額：1,000万円
　・補助率：２／３
　・設備投資が必要

補助対象要件を満たす案件は、すべて申請可能である。
※「１．成長分野型」「３．小規模事業者型」に該当する申請も、一般型に申請可
能だが、複数の申請はできない。

３．小規模事業者型
　・補助上限額：700万円
　・補助率：２／３
　・設備投資は不可

申請可能な者は、「中小企業基本法」第２条第５項（昭和38年７月20日法律第
154号）の「小規模企業者」に限る。

対象経費の区分 補助率 補助上限額 補助下限額
原材料費、機械装置費、直接人件費、技
術導入費、外注加工費、委託費、知的財
産権等関連経費、運搬費、専門家謝金、
専門家旅費、雑役務費

補助対象経費の
３分の２以内

「成長分野型」	 1,500万円
「一般型」	 1,000万円
「小規模事業者型」	 700万円

100万円

本補助金の補助対象者は、日本国内に本社及び開発拠点を現に有する中小企業者に限る。
本事業における中小企業者とは、【ものづくり技術】で申請される方は「中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律」
第２条第１項、【革新的サービス】で申請される方は「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律」第２条第１項に規定す
る者をいう。

申請事業は、下記の要件を満たすことが必要である。
【ものづくり技術】
　⑴　わが国製造業の競争力を支える「中小ものづくり高度化法」１１分野の技術を活用した事業であること。
　⑵　�どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業計画を作り、その実効性について認定支援機関の確認を

受けていること。
【革新的サービス】
　⑴　�革新的な役務提供等を行う、３～５年の事業計画で「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％の向上を達成す

る計画であること。
　⑵　�どのように他社と差別化し競争力を強化するかを明記した事業計画を作り、その実効性について認定支援機関により確

認されていること。
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金属製品製造業

切削精度の高度化切削精度の高度化

背景・目的

実施内容

成　果

　当社は、売上の約８割は県外受注であり、その
うち、大手ゼネコンが約６割を占めているものの、
「短納期・高品質」の要望に対して、当社の既存設
備では対応しきれない現状にあった。鉄骨を組み
立てる部材のミリ単位での加工精度が必須で、2
㎜は許容範囲でも 3 ㎜は許されないミリ単位での
正確な加工ため、精度のいい開先加工機が必要で

ある。先加工工程の時短化は大きな課題であり、
当社の得意分野である高難度製品の加工において
も、図面の作成に時間を要する等、工場の負担が
大きかった。そのため、本事業では、上記課題の
解決に向け、最新の開先加工機を導入し、生産能
力や加工能力の向上を図り、他社との差別化を図
ることとした。

　開先加工機の導入に当たり、加工能力やコスト面、機
械寸法、機能等の詳細について検討した結果、「大東

精機（株）製 Ｈベベラー ＫＨ1050」を選定・導入した
。

　同装置は貫通式シングルタイプＨ形鋼開先加工機であ
り、主な特徴として以下の３点が挙げられる。

（1）頑丈な構造と３条刃カッターにより高効率な切削
率を可能とし、貫通型のため、ラインへの組み込みに

　　も適している。

（2）スカラップ・ノンスカラップの切り替えが自動で
あり、カッターもプログラムに従って自動で出入りす

　　るため、カッターや軸の脱着が不要である。

（3）材料データや開先パターンを登録・選択するだけ
で、加工プログラムが完成する。

　本事業の成果により、開先加工作業の効率化・高精度化が
可能となり、今後は、東京オリンピックに付随するホテル等
の建設や国土強靭化に伴うインフラ整備、リニア新幹線関連
等の建設工事の需要が高まると推測されます。そのため、首

都圏での受注にも対応できる
よう社内体制を整え、業務拡
大を図るつもりです。特に、
主要取引先である大手ゼネコ
ン各社については、期待に添
えるよう一段の生産能力
向上を目指します。

代表取締役 佐藤 文宣

株式会社 SINMEI
代表者 /代表取締役 佐藤 文宣
創　立 /昭和 61年 3月
資本金 / 3,000 万円
従業員数 / 40 名

〒037-0091
青森県五所川原市大字太刀打字常盤83-2
TEL 0173-34-4320　FAX 0173-33-4776

　同装置の導入後、試験片（Ｈ250×125）を用いてテスト加
工を行い、その成果は以下の通りとなっている。

（1）作業ラインが整い、次工程への流れがスムーズになった。
（2）従来の装置では、加工手順の設定がアナログであったため、
　　経験に頼らざるを得なかったが、導入後は、大画面のタッチ
　　パネルでの入力・設定ができるため、加工手順の明確化や
　　簡素化、効率化を図ることができた。
（3）開先加工工程において、導入前は、加工機への鋼材のセット
　　から加工まで45分以上要していたが、導入後は、セットから
　　加工開始、その後の送り出しまで、わずか３分半で完了できた。
（4）加工後の製品精度について、従来の装置では開先面が粗く、
　　仕上がりも均一ではなかったが、導入後は開先面が滑らかに
　　なり、仕上がりも均一化したことで、精度の向上が図られた。

　開先面や鋼材等について、多様な形状にも対応可能となった。
業界には仕事におけるグレードがあるが、これまではミドルで
あったがハイクラスを取得。それにより国土交通省から認可さ
れるものが変わり、ほとんどのものを受注できるようになり、
販路拡大にもつながった。

株式会社 SINMEI

【今後の展望】

鉄骨材受注の短納期対応と鉄骨材受注の短納期対応と

社長のお話
　従業員は技能のレベルが非常に高く、JIS 規格の資格を取得しています。さらにＡＷ検定という難易度の高い資格があるのですが、当社ではほとんどの従業員が取得しており、技術的には東北でもかなり上位だと自負しております。作るものはでかいのですが非常に繊細です。溶接の機械がありますが、細かいところは手作業でやっています。かなりきめ細やかで丁寧な溶接をしているので、様々な大きい検査会社や日本有数の設計事務所さんなどから信頼をおかれています。

〈事業内容〉鉄骨工事業・設備工事業で、設立以来
培ってきた技術力により、お客様の幅広いニーズ
にお応えし、鉄骨・設備工事業を展開している。
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職別工事業
（設備工事業を除く）

により生産性向上と流通の合理化を目指すにより生産性向上と流通の合理化を目指す

背景・目的

実施内容

成　果

　防雪柵の加工にあたり、現状の設備では需要期
の大量生産への対応が課題となっており、発注者
のニーズを満たしきれない状況にある。そこで、
設備投資により生産リードタイムの短縮と関連す
る機械稼働率向上により、コスト削減・量産化を
目指す。
　現状の北海道発送体制を、当社が加工発送拠点

となり東北各地へ製品を供給し、輸送距離減で環
境負荷の低減を図るため、設備投資としてロール
成型機を導入した。

　雪国の交通網を守る防雪柵は、需要が年々高まってお
り、市

場規模に大きな期待が持たれる。現在、北海道小樽より
東北各

地へ加工発送されているが、当社が本州の加工発送拠点
となる

ためには、需要期の大量生産への対応が課題である。

　そこで、現在の機械設備に、ロール成型機を導入するこ
とで、

発注者のニーズに即した質の高い製品の納入や生産リー
ドタイ

ムの短縮によるコスト削減の他、輸送距離減で環境負荷
の低減

も可能となる。

勝又金属工業 株式会社
代表者 /代表取締役 勝又 祐人
創　業 /明治 23年 7月
資本金 / 1,000 万円
従業員数 / 34 名

〒030-0151
青森県青森市大字高田字日野58-1
TEL 017-739-4566　FAX 017-739-8429

　成型精度の安定した製品の連続生産が実証された。
　ロール成型機導入後は、今までは１回ずつ計４回曲げていた
ものが最初から 4 回曲げた形に成型されて出てくる。金属板に
穴をあけたものをロール成型機にセット、１枚作るために約５
分かかっていたが、導入した機械は20秒で完成。生産性が向
上し、量産も可能となった。
　受注があった場合、今までの機械で一折り一折り対応してき
たが物量対応ができなかった。導入した機械と導入前の機械で
は、どちらも二人担当するが労力が全く違い、まるでところて
んのようにスムーズに精度の安定した製品が出てくる。
　最近では八戸市のスケート場、YSアリーナ八戸の外壁を当社
が請け負った。新しく導入した機械があったからこその受注だ
と思っている。今までの機械では物
量が多すぎて受注ができなかった。
機会があればぜひ当社が施工した外
壁を見てほしい。県内・東北管内で
は当社が唯一である。

勝又金属工業 株式会社

新規事業の防雪柵加工をロール成形機利用新規事業の防雪柵加工をロール成形機利用

【キレンダースパン（防雪柵）】表側か
らは窓がどこにあるのかわかりにく
く、内側からは外が見え風や光が入っ
てきますので、お風呂場等の窓への
取り付けは目隠しとしても最適だと
思います。また、雪が内側に一切積
もらないので雪を払う必要もなく、

防雪柵としても大きな効果も発揮し
ています。例えば冬場の換気や道路
側に面している窓、老人ホームで窓
が開けられないところに設置（固定
されるので）すると光と風は入り、
雪はほとんど入ってきません。

商
品
紹
介

　防雪柵は冬道の防雪対策として、安全確保に大きな効
果を発揮してますが、現在、東北地方には加工できる業者
が無い状況です。そこで当社が本事業により、ロール成型機
を新規導入（東北初）したことで成型精度の安定した量産体制
が確立された他、東北の加工発送拠点にもなり、それに従事す
る人々の技術力を活用することで、安定的な製造体制を確立し、

それが経営基盤強化に繋がり、持続的に成長できる事業部門に
したいと考えています。当社は本事業の成果を受け、本格的に
金属加工業へも進出することで、今まで以上に安定的な財務基
盤の確立を図りたいと考えています。
　本事業により導入したロール成型機は、全国的にもトップク
ラスの機械設備でもあり、既に事業化後の引き合いに対する受
注要望を満たすことが可能となっています。今後は、東北全県
から北陸・甲信越をターゲットとしたシェア獲得を目指します。

【今後の展望】

表側

キレンダースパン（防雪柵）

内側

社長のお話
　令和 2 年に創業130周年を迎えるにあたり、実行委員会を立ち上げ様々な企画を計画中。現在決定しているものは①半纏を新調する。②エンブレム入りのブレザーを社員全員に作る（のちは5年勤続した人にブレザーを進呈予定）。式典等は開かずに社員とその家族で感謝の夕べを開く予定。

〈事業内容〉明治23年創業以来、建築板金工事を主
体に施工技術の向上と他社に先駆けて独自の技術
を確立してきたステンレス製作金物、装飾金物にお
いて設計・制作・施行等・一貫して専念している。
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勝又金属工業 株式会社
代表者 /代表取締役 勝又 祐人
創　業 /明治 23年 7月
資本金 / 1,000 万円
従業員数 / 34 名

〒030-0151
青森県青森市大字高田字日野58-1
TEL 017-739-4566　FAX 017-739-8429

　成型精度の安定した製品の連続生産が実証された。
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壁を見てほしい。県内・東北管内で
は当社が唯一である。
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新規事業の防雪柵加工をロール成形機利用新規事業の防雪柵加工をロール成形機利用
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らは窓がどこにあるのかわかりにく
く、内側からは外が見え風や光が入っ
てきますので、お風呂場等の窓への
取り付けは目隠しとしても最適だと
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もらないので雪を払う必要もなく、

防雪柵としても大きな効果も発揮し
ています。例えば冬場の換気や道路
側に面している窓、老人ホームで窓
が開けられないところに設置（固定
されるので）すると光と風は入り、
雪はほとんど入ってきません。

商
品
紹
介
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る人々の技術力を活用することで、安定的な製造体制を確立し、

それが経営基盤強化に繋がり、持続的に成長できる事業部門に
したいと考えています。当社は本事業の成果を受け、本格的に
金属加工業へも進出することで、今まで以上に安定的な財務基
盤の確立を図りたいと考えています。
　本事業により導入したロール成型機は、全国的にもトップク
ラスの機械設備でもあり、既に事業化後の引き合いに対する受
注要望を満たすことが可能となっています。今後は、東北全県
から北陸・甲信越をターゲットとしたシェア獲得を目指します。

【今後の展望】

表側

キレンダースパン（防雪柵）

内側

社長のお話
　令和 2 年に創業130周年を迎えるにあたり、実行委員会を立ち上げ様々な企画を計画中。現在決定しているものは①半纏を新調する。②エンブレム入りのブレザーを社員全員に作る（のちは5年勤続した人にブレザーを進呈予定）。式典等は開かずに社員とその家族で感謝の夕べを開く予定。

〈事業内容〉明治23年創業以来、建築板金工事を主
体に施工技術の向上と他社に先駆けて独自の技術
を確立してきたステンレス製作金物、装飾金物にお
いて設計・制作・施行等・一貫して専念している。
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情報通信機械器具製造業

厚板ステンレス加工の実現厚板ステンレス加工の実現

背景・目的

実施内容

成　果

　当社では、鉄道通信機器や情報通信システム機器等の
設計から製造・販売までを一貫して手掛けている。近年
は固有技術を活かし、道路通信市場へも進出しているが、
その中でも、インフラ設備として必要不可欠な高速道路
用非常電話機や ETCインターホンシステムは、耐久性
や耐候性を高めるため、板金筐体の素材として厚さ
2.0mm 以上のステンレスへの転換を要求されている。
しかし、当社の現有設備では加工能力に限界があり、一

部を外注加工にて対応しているのが現状であった。大き
い筐体を確保するということにおいて新しい設備が必要
になり、大型のものが加工できるものを購入。
　そこで、工程統合マシンを導入し、①旧設備の加工能
力が低い、②加工工程数が多い、という技術的課題を解
決すると共に、工程のネットワーク化を図ることで、内
製化による道路向け通信機器の製造力強化と競合他社と
の競争力強化を図ることを目的に、本事業を実施した。

①厚板加工、②プレス加工、③

レーザー加工、④ネットワーク

化の 4 項目を満たす機種を

条件とし検討した結果、（株）

アマダ製工程結合マシン

LC2012C1NT を選定し導入

した。

　顧客への板金サンプル提示と、受注に合わせた製品製作及
び作業をマニュアル化することで、道路通信機器市場での受
注拡大を図っています。現在は特に高速道路用非常電話機市
場においてシェア 60％、ＥＴＣインターホンシステム市場
においてはシェア90％を獲得しています。八戸から安代の
区間も古くなっていてそこの入れ替えも狙っています。地元
でこういうものを作っているとは皆さん知らないのでしょう
ね。最近は 1ヵ月に 1 回は工場見学に中学生や、高校生は
相当数来てます。これからは色々なスペシャリストが集まっ
てのものづくりですね。現在仕事が徐々に増えてきており、
工場も手狭になったので、1～2年以内には新しい工場を近
くに建てる予定で、自動倉庫の導入も考えています。
　材料が多種にわたり厚さ 0.5～ 6 ㎜までカットができます
が、今は必要な時に必要な分だけ加工しています。また、工
場が狭いのであまり在庫を置くことができません。それを全
部棚（自動倉庫）に在庫を置いておくようにすると、もっと
特急の依頼が来ても時短になるし、無人化ができます。夜の
うちに全部加工ができていれば、朝一から作業ができるので
納期の時短が進みます。

八戸事業所 所長 秋山 恭範

旭光通信システム 株式会社
代表者 /代表取締役 酒井 元晴
創　立 /昭和 21年 6月
資本金 / 2,520 万円
従業員数 / 70 名（八戸事業所）

［本社］
〒213-0011
神奈川県川崎市高津区久本3-2-3 ヴェルビュ溝の口4Ｆ
［八戸事業所］
〒039-2245
青森県八戸市北インター工業団地1丁目3-35
TEL 0178-20-5588　FAX 0178-20-5569

　旧設備の加工能力が低い、加工工程数が多い、という技術
的課題を解決すると共に、工程のネットワーク化も図ること
ができ、これにより内製化による道路通信機器の製造力強化
と競合他社との競争力強化を図ることができた。
　導入した機械はレーザーであるため、パネルで指示すれば
色々な形が自動で望む形に切れ、みっちり隙間なくカットで
き、効率もよく材料の無駄が出ない。また、歩留まりも非常
に良く、設置した機械が複合機のため、パンチでの打ち抜き
加工もでき、さらにタップ（ねじ切り山）加工もできるよう
になっている。以前は人手でタップ（ねじ切り山）を作って
いたが、今は 1 台の機械
で全部できる。タッチパ
ネルでボタンを押せば誰
もつかずに、生産量は約
２倍になっている。

旭光通信システム 株式会社

【今後の展望】

プレス・レーザー複合マシンの導入によるプレス・レーザー複合マシンの導入による

所長のお話
　八戸事業所ですべて製造しており、お客様は北海道から沖縄までいます。構造設計からすべてこちらでやっていて、基板等もすべて当社のオリジナルです。構造の設計、基板の設計、ソフトの設計の設計部隊がいて、ものづくりの全部がここにあります。短納期対応が可能で、小回りが利く会社です。若い世代が多いので発想も若いです。やってみようかと、新しいものを作るとそれが製品になる場合があるなど、自社製品なので割と自由にオリジナルで作れますね。

〈事業内容〉通信用電話装置及び関連機器（アダ
プタ、電源、分岐装置、AMP）の設計・開発及び
製造、販売をしている。
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洗濯・理容・美容・浴場業

生産能力の増強を図り、納期の短縮を実現し、販路の拡大を図る。生産能力の増強を図り、納期の短縮を実現し、販路の拡大を図る。

背景・目的

実施内容

成　果

　着物のクリーニングには、「ドライクリーニング」
によって丸洗いする方法と、着物を反物に戻し水
洗いの後、自然乾燥して仕立て直しする「洗い張り」
の二つ方法がある。「洗い張り」は主に手作業によ
る家内工業のため生産能力に乏しく、大量生産・
短納期・コスト削減に応えることができなかった。
「洗い張り」のできる職人の高齢化や、下請け業者
の減少、後継者不足への不安を解消するため、機

械を導入することとした。機械を入れることによっ
て職人不足を回避できるほか、本事業での設備導
入により「洗い張り」の自動化を図り、当社で一貫
して行うことで、コスト削減・生産能力向上・納
期短縮・販路拡大を目指す。これにより、当社の
繁栄を図るとともに新規雇用を積極的に推進して
いく。

　導入コスト、設置スペース、操作性、作業効率等を
勘案し、

シミ抜き機として（株）サン京都製キャンシステムパー
フェクト

セット、洗い張り機として（有）スズキ産業滋賀製自動洗
い張り

機等を導入した。

　また、本事業の成果を対外的にPRするため、自社ホーム
ページ

を新たにつくりなおした。

　現在、呉服市場の売上は年間 3,000 億円で横ばいに
推移していますが、着物のアフターケア及びクリニック
等のメンテナンスの売上は上向きに推移しています。こ
のことから、機械設備導入により、外注を減らし自社で
一貫することにより生産能力を向上し、コスト削減・納
期短縮を図ることができました。今までの顧客は、大都
市圏の事業所（呉服屋、問屋、貸衣装屋）を中心として
おり、個人との取引はなかったため、ホームページを開
設することで営業活動を強化し、個人への販路拡大を
図っています。その先へ進むには2次的産業の加工屋と
して、ネットに関しては引き続き洗い張りの周知ですね。
　最近は寸法直しが多く、お客さんがシビアで、見積も
りを出しても「見えないところ・隠れたところは染み抜
きいらない」といわれることが多いです。昔の人は「着
物は洗わないもの」「洗ったら生地がへたる」などと言い
ますが、ドライクリーニングはメーカーさんが何回も実
験しており、ほぼダメージはないです。今はクリーニン
グも進化しているので昔のように洗わないという発想か
ら洗う発想に転換していかないとせっかくの着物がもっ
たいないです。
　時代の変化に合わせ、ネットの価格と店舗の価格を合
わせました。価格が下がったので若い人も持ってきやす
いと思います。

代表取締役社長 中里 慎也

株式会社 きれいや
代表者 /代表取締役会長 中里　豊
創　立 /平成 10年 3月
資本金 / 1,750 万円
従業員数 / 45 名

〒031-0072
青森県八戸市城下２丁目8 -18
TEL 0178-47-6707　FAX 0178-47-6706

　従来、家内工業での手作業であった「洗い張り」を、本事業
で導入した機械設備で行った結果、予想以上の成果が得られた。
自動洗い張り機は生地を傷めることなく生産能力、作業効率が
強化され作業時間の短縮が図られ、機械を導入したことによる
時短については約10 倍は違うのではないかと思う。手作業の
場合1反仕上がるまで1～2日程要するが、機械の場合半日程
で仕上げることができる。ただ、今回の洗い張りの機械は何
十反もつなげて流れることから、１反ずつの場合逆に手間が
かかってしまう。
　ネットの注文は全体の 1 割弱位。
ＨＰでの販路拡大はまだまだ周知が
足りないと思うが、最近は途切れな
く依頼がある。

株式会社 きれいや

【今後の展望】

着物の洗い張りの自動化設備を導入し、コストの削減、着物の洗い張りの自動化設備を導入し、コストの削減、

社長のお話

　シミは今ついたものならすぐ持
ってき

てもらえばきれいに取れます。
でも、

1ヵ月 2ヵ月置いてしまうと取
れにく

くなってしまう。そうすると汚し
てすぐ

出せば少額で済んでいたものが
高額に

なってしまう。汚してすぐなら墨
だろう

がマジックだろうが取れますので
、なる

べく早めに持ってきて下さい。時
間が立

てば立つほど金額もさることなが
ら手の

施しようがなくなってしまう場合
もあり

ます。汚れていることに気づかな
いこと

もありますので、着用後には保管
する前

にシミや汚れがついていないか確
認して

見てみて下さい。

〈事業内容〉着物のしみ抜きや黄変抜き、色柄
補正および染め替えなどのクリーニングを行
う。その他、着物の再生や紋入れにも対応する。
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洗濯・理容・美容・浴場業

生産能力の増強を図り、納期の短縮を実現し、販路の拡大を図る。生産能力の増強を図り、納期の短縮を実現し、販路の拡大を図る。

背景・目的

実施内容

成　果

　着物のクリーニングには、「ドライクリーニング」
によって丸洗いする方法と、着物を反物に戻し水
洗いの後、自然乾燥して仕立て直しする「洗い張り」
の二つ方法がある。「洗い張り」は主に手作業によ
る家内工業のため生産能力に乏しく、大量生産・
短納期・コスト削減に応えることができなかった。
「洗い張り」のできる職人の高齢化や、下請け業者
の減少、後継者不足への不安を解消するため、機

械を導入することとした。機械を入れることによっ
て職人不足を回避できるほか、本事業での設備導
入により「洗い張り」の自動化を図り、当社で一貫
して行うことで、コスト削減・生産能力向上・納
期短縮・販路拡大を目指す。これにより、当社の
繁栄を図るとともに新規雇用を積極的に推進して
いく。

　導入コスト、設置スペース、操作性、作業効率等を
勘案し、

シミ抜き機として（株）サン京都製キャンシステムパー
フェクト

セット、洗い張り機として（有）スズキ産業滋賀製自動洗
い張り

機等を導入した。

　また、本事業の成果を対外的にPRするため、自社ホーム
ページ

を新たにつくりなおした。

　現在、呉服市場の売上は年間 3,000 億円で横ばいに
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おり、個人との取引はなかったため、ホームページを開
設することで営業活動を強化し、個人への販路拡大を
図っています。その先へ進むには2次的産業の加工屋と
して、ネットに関しては引き続き洗い張りの周知ですね。
　最近は寸法直しが多く、お客さんがシビアで、見積も
りを出しても「見えないところ・隠れたところは染み抜
きいらない」といわれることが多いです。昔の人は「着
物は洗わないもの」「洗ったら生地がへたる」などと言い
ますが、ドライクリーニングはメーカーさんが何回も実
験しており、ほぼダメージはないです。今はクリーニン
グも進化しているので昔のように洗わないという発想か
ら洗う発想に転換していかないとせっかくの着物がもっ
たいないです。
　時代の変化に合わせ、ネットの価格と店舗の価格を合
わせました。価格が下がったので若い人も持ってきやす
いと思います。

代表取締役社長 中里 慎也

株式会社 きれいや
代表者 /代表取締役会長 中里　豊
創　立 /平成 10年 3月
資本金 / 1,750 万円
従業員数 / 45 名

〒031-0072
青森県八戸市城下２丁目8 -18
TEL 0178-47-6707　FAX 0178-47-6706
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で仕上げることができる。ただ、今回の洗い張りの機械は何
十反もつなげて流れることから、１反ずつの場合逆に手間が
かかってしまう。
　ネットの注文は全体の 1 割弱位。
ＨＰでの販路拡大はまだまだ周知が
足りないと思うが、最近は途切れな
く依頼がある。
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社長のお話

　シミは今ついたものならすぐ持
ってき

てもらえばきれいに取れます。
でも、

1ヵ月 2ヵ月置いてしまうと取
れにく

くなってしまう。そうすると汚し
てすぐ

出せば少額で済んでいたものが
高額に

なってしまう。汚してすぐなら墨
だろう

がマジックだろうが取れますので
、なる

べく早めに持ってきて下さい。時
間が立

てば立つほど金額もさることなが
ら手の

施しようがなくなってしまう場合
もあり

ます。汚れていることに気づかな
いこと

もありますので、着用後には保管
する前

にシミや汚れがついていないか確
認して

見てみて下さい。

〈事業内容〉着物のしみ抜きや黄変抜き、色柄
補正および染め替えなどのクリーニングを行
う。その他、着物の再生や紋入れにも対応する。
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その他の製造業

導入による看板等制作技術の高度化導入による看板等制作技術の高度化

背景・目的

実施内容

成　果

　当社は、下北地域を中心に、看板等の製作を行っ
ているが、「大型看板」の製作については、原材料
である板材、樹脂材等の切断加工を行うに当たり、
30 年前に導入した昇降機を使用しているため、複
数の人手を要していた。そのため、①加工精度の低
さ、②加工速度の遅さがネックとなり工程の一部を
外注依頼していた。結果的に、材料のロス、委託

加工費等の要因により原価高となっていた。
　そこで、本事業では上記課題を解決すると共に、
生産性及び製品精度の向上を図るために、新規機
械設備を導入することとした。

　導入コストや設置スペース、操作性、作業効率等を
勘案した

結果、「ハーモニックパネルソー」及び「カッティングプ
ロッタ」

を選定しメーカー担当者立会いの下、試運転を行った
。微妙な

位置のずれ等機械に慣れるための試作品の制作、及び
使用材料

と刃の相性の確認、制作時間の確認を繰り返した。

　看板等製造分野の市場規模は、全国的にみると約 6,000 億円
であり、レジャーランド産業、健康食品産業の市場規模に匹敵し
ます。看板等製造業は小規模事業者が競合する業種でありますが、
本事業の成果により、加工精度の高度化・生産性向上が実現し、また、
他社と差別化が図られることで売上拡大を目指します。当社が主に
事業展開している下北地域では、パネルソーを有しカット加工サー
ビスを行っている企業は、地域のホームセンター１店舗のみで、今
までパネル等の板材を購入する場合、余った板材は購入者が引き取っ
ていました。
　本事業実施後は、各サイズを在庫として多く取り揃えることが可
能となりコスト削減分を製品価格に反映させることで、顧客の負担
が軽減され需要拡大が図れると考えました。
　今後、当社の得意分野であるチラシやパンフレットをはじめ、フェ
イスブック等のSNSを使ってPRすることにより、販路拡大を図りそ
れにより収益を高め、当地域での雇用の拡大に繋げていく予定です。
　新たなというよりは内容が時代によってどんどん変わってきて
いて、お客様の要望が変化し、それに伴って当社も変化している状
況です。機械を使って当社が新たな何かをではなく、お客様の求
める形にいつでも応えられるようにしておく必要があり、また新
しい情報も仕入れながら必要に応じてお客様が求めるものよりも、
さらにプラスαをご提案できる手段として、当社の武器に
なるのではと考えています！

代表取締役 山口 博美

有限会社 十字堂
代表者 /代表取締役 山口 博美
創　立 /昭和 23年 9月
資本金 / 300 万円
従業員数 / 7 名

〒035-0075
青森県むつ市真砂町6-14
TEL 0175-29-1637　FAX 0175-29-1649

　設備の導入効果を検証するため、「ハーモニックパネルソー」
「カッティングプロッタ」それぞれの設備について現有設備と
の比較検証を行った。課題であった「加工精度の高度化」「加
工時間の短縮」が実現したことで、リードタイムの短縮に繋が
り、また加工費用について試算した結果、材料費が大幅に削減
できることで、低コスト化も可能となった。
　人手も削減され、セットさえすれば一人で操作が可能となっ
た。今までのカッティングマシンは、もともと印刷されている
シールを切るだけであったが、新しい機械はプリントしてラミ
ネートをかけたものもカットできる。巻物でずっと出てくるの
で大量のシールカットが早くきれいにでてくる。トンボを読ん
で正確にカットすること
が可能で、仕事に対応し
てくれる機械なので、精
度はとにかく上がり40㎜
までカッティングが可能
で切断面がとてもきれい
になった。

有限会社 十字堂

【今後の展望】

自社でラッピングした営業車

パネルソー及びカッティングマシンパネルソー及びカッティングマシン

社長のお話
　地域がよくならないと自分たちの仕事もだめだと思っているので、地域の活動は大事にしています。地元の産業まつりには車のラッピングのデモで 3 回程参加しました。
　何のために働くのか、人のために、そして人の役に立てることが幸せと感じるように心を寄せて仕事をして行きたいと思います。

〈事業内容〉屋外広告代理店、看板書き・製作・
製造、グラフィックデザイン、シール印刷、ス
クリーン印刷、ステッカー製作、デザイン等々
広告・製作に関すること。



18 19

その他の製造業

導入による看板等制作技術の高度化導入による看板等制作技術の高度化

背景・目的

実施内容

成　果

　当社は、下北地域を中心に、看板等の製作を行っ
ているが、「大型看板」の製作については、原材料
である板材、樹脂材等の切断加工を行うに当たり、
30 年前に導入した昇降機を使用しているため、複
数の人手を要していた。そのため、①加工精度の低
さ、②加工速度の遅さがネックとなり工程の一部を
外注依頼していた。結果的に、材料のロス、委託

加工費等の要因により原価高となっていた。
　そこで、本事業では上記課題を解決すると共に、
生産性及び製品精度の向上を図るために、新規機
械設備を導入することとした。

　導入コストや設置スペース、操作性、作業効率等を
勘案した

結果、「ハーモニックパネルソー」及び「カッティングプ
ロッタ」

を選定しメーカー担当者立会いの下、試運転を行った
。微妙な

位置のずれ等機械に慣れるための試作品の制作、及び
使用材料

と刃の相性の確認、制作時間の確認を繰り返した。

　看板等製造分野の市場規模は、全国的にみると約 6,000 億円
であり、レジャーランド産業、健康食品産業の市場規模に匹敵し
ます。看板等製造業は小規模事業者が競合する業種でありますが、
本事業の成果により、加工精度の高度化・生産性向上が実現し、また、
他社と差別化が図られることで売上拡大を目指します。当社が主に
事業展開している下北地域では、パネルソーを有しカット加工サー
ビスを行っている企業は、地域のホームセンター１店舗のみで、今
までパネル等の板材を購入する場合、余った板材は購入者が引き取っ
ていました。
　本事業実施後は、各サイズを在庫として多く取り揃えることが可
能となりコスト削減分を製品価格に反映させることで、顧客の負担
が軽減され需要拡大が図れると考えました。
　今後、当社の得意分野であるチラシやパンフレットをはじめ、フェ
イスブック等のSNSを使ってPRすることにより、販路拡大を図りそ
れにより収益を高め、当地域での雇用の拡大に繋げていく予定です。
　新たなというよりは内容が時代によってどんどん変わってきて
いて、お客様の要望が変化し、それに伴って当社も変化している状
況です。機械を使って当社が新たな何かをではなく、お客様の求
める形にいつでも応えられるようにしておく必要があり、また新
しい情報も仕入れながら必要に応じてお客様が求めるものよりも、
さらにプラスαをご提案できる手段として、当社の武器に
なるのではと考えています！

代表取締役 山口 博美

有限会社 十字堂
代表者 /代表取締役 山口 博美
創　立 /昭和 23年 9月
資本金 / 300 万円
従業員数 / 7 名

〒035-0075
青森県むつ市真砂町6-14
TEL 0175-29-1637　FAX 0175-29-1649

　設備の導入効果を検証するため、「ハーモニックパネルソー」
「カッティングプロッタ」それぞれの設備について現有設備と
の比較検証を行った。課題であった「加工精度の高度化」「加
工時間の短縮」が実現したことで、リードタイムの短縮に繋が
り、また加工費用について試算した結果、材料費が大幅に削減
できることで、低コスト化も可能となった。
　人手も削減され、セットさえすれば一人で操作が可能となっ
た。今までのカッティングマシンは、もともと印刷されている
シールを切るだけであったが、新しい機械はプリントしてラミ
ネートをかけたものもカットできる。巻物でずっと出てくるの
で大量のシールカットが早くきれいにでてくる。トンボを読ん
で正確にカットすること
が可能で、仕事に対応し
てくれる機械なので、精
度はとにかく上がり40㎜
までカッティングが可能
で切断面がとてもきれい
になった。

有限会社 十字堂

【今後の展望】

自社でラッピングした営業車

パネルソー及びカッティングマシンパネルソー及びカッティングマシン

社長のお話
　地域がよくならないと自分たちの仕事もだめだと思っているので、地域の活動は大事にしています。地元の産業まつりには車のラッピングのデモで 3 回程参加しました。
　何のために働くのか、人のために、そして人の役に立てることが幸せと感じるように心を寄せて仕事をして行きたいと思います。

〈事業内容〉屋外広告代理店、看板書き・製作・
製造、グラフィックデザイン、シール印刷、ス
クリーン印刷、ステッカー製作、デザイン等々
広告・製作に関すること。
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設備工事業

特殊素材を利用したダクトの開発特殊素材を利用したダクトの開発

背景・目的

実施内容

成　果

　当社は昭和48年に創業し、空調ダクト・厨房フー
ド・外部フード等、製作物の加工を行っている。
その中でも、厨房フード製作においては一般的に
亜鉛メッキ鋼板を素材とするが、当社では、ポリ
塩化ビニルや合成アルミ等の多種多様な素材に対
応可能な曲げ・溶接等の加工技術を有し、品質面
及び短納期等で高評価を得てきた。
　これらの実績から大物ダクトの製作を請け負う
ことがあり、その際、2,000 ㎜を超える長尺板材

の切断が必要であることから、外注にて対応して
きた。しかし、加工可能な外注先は異業種である
ため、加工後の切断面に発生するバリ除去等の手
直しを当社にて行うことが多発していた。
　そこで、本事業にて 2,000 ㎜を超える長尺板材
の切断が可能な「高性能シャーリング機」の導入
により一貫生産体制の構築を図ると共に、特殊素
材であるポリ塩化ビニル及び合金アルミを使用し
た大物ダクトを試作開発することとした。

　当社が保有する従来機と、本事業にて導入した高性能
シャー

リング機との作業工程等について、比較・検証した。

　特殊素材使用による試作を検討した結果、耐食性に優
れたポ

リ塩化ビニルにおいてはダクトの基本部材（直管、90°エ
ルボ、

ホッパー）を、また、軽さに優れた合金アルミにおいて
は防雪

フード及びルーフペンチレーターを、それぞれ試作開発
するこ

ととした。

　ポリ塩化ビニル及び合金アルミは、軽量・耐候性・耐薬品性・
耐油性・物理的強度が特長であるため、今後も活用の範囲が広が
ると考えられます。具体的には、浄水場、病院、ゴミ処理施設、
原燃施設等からは、既存ダクトについて、錆びの発生やメンテナ
ンスが不便であるといった意見があがっているため、これに対し、

本事業の成果であるポリ塩化ビニル及び合金アルミダクトの
提案を積極的に行っていきます。また、パンフレットや

展示サンプル品等を製作し、販売促進・営業活動を
行い、受注拡大及び売上増加を目指します。

代表取締役 冬木 武司

株式会社 冬木工業
代表者 /代表取締役 冬木 武司
創　立 /昭和 48年
資本金 / 1,000 万円
従業員数 / 5 名

〒030-0964
青森県青森市南佃1丁目 16-3
TEL 017-741-4773　FAX 017-743-2302

　高性能シャーリング機の導入により、今まで外注にて対応し
ていた長尺板材の切断が可能となったことで、社内一貫生産が
実現し、更に、バリ除去等の手直し工程の省力化が可能となっ
た。それにより、当社でもできるという良い宣伝になり、機械
が入ってから、「この機械で作業します」というのを実際に見
てもらえることで、受注が増えた。
　社内の製造環境においても、１級建築板金技能士やＰＶＣ
（ポリ塩化ビニル）溶接資格取得等、社員教育・技術鍛錬を計
画的に実施している。資格を取ることは「目に見える自分の
技術の証」とし、後進を育てるという意味でも資格取得に力
を注いでいる。
　高い技術力を持ち、新しい機械を導入したおかげで仕事量
が増えた。また、従業員が一生懸命で丁寧な仕事をしている
ので現場からのクレームが来ないのも嬉しいことである。
　それと従業員が取り付け現場で提案・営業をしてくれるの
も受注が伸びた要因だと思っている。実際に現場の人間と直
接かかわることができ、その場で具体的な話ができるため即
見積もり、受注ということもある。
　これらを併せ、本事業の成果を活用することで、今後は、
高品質・低コスト
・短納期による他社
との競争力強化を
目指す。

株式会社 冬木工業

【今後の展望】

高性能シャーリング機導入による高性能シャーリング機導入による

社長のお話
　当社では、全従業員に仕事に
必要な資格を取らせています。お金をかけて資格を取らせるの
は、もちろん仕事をするうえで
必要ということもありますが、会社に何かあっても資格を持っ
ていれば、次につながり、生活を
維持できるとの考えがあり、従
業員の生活を守らなければなら
ないとの思いがあります。
　自分は他の人に助けられて、人に恵まれて仕事をしてきまし
た。とてもありがたいことです。

〈事業内容〉空調ダスト・厨房フード・外部フー
ド等、多種多様な素材に対応した曲げ・溶接等
の加工技術は品質・短納期で高評価を得ている。
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特殊素材を利用したダクトの開発特殊素材を利用したダクトの開発

背景・目的

実施内容

成　果

　当社は昭和48年に創業し、空調ダクト・厨房フー
ド・外部フード等、製作物の加工を行っている。
その中でも、厨房フード製作においては一般的に
亜鉛メッキ鋼板を素材とするが、当社では、ポリ
塩化ビニルや合成アルミ等の多種多様な素材に対
応可能な曲げ・溶接等の加工技術を有し、品質面
及び短納期等で高評価を得てきた。
　これらの実績から大物ダクトの製作を請け負う
ことがあり、その際、2,000 ㎜を超える長尺板材

の切断が必要であることから、外注にて対応して
きた。しかし、加工可能な外注先は異業種である
ため、加工後の切断面に発生するバリ除去等の手
直しを当社にて行うことが多発していた。
　そこで、本事業にて 2,000 ㎜を超える長尺板材
の切断が可能な「高性能シャーリング機」の導入
により一貫生産体制の構築を図ると共に、特殊素
材であるポリ塩化ビニル及び合金アルミを使用し
た大物ダクトを試作開発することとした。

　当社が保有する従来機と、本事業にて導入した高性能
シャー

リング機との作業工程等について、比較・検証した。

　特殊素材使用による試作を検討した結果、耐食性に優
れたポ

リ塩化ビニルにおいてはダクトの基本部材（直管、90°エ
ルボ、

ホッパー）を、また、軽さに優れた合金アルミにおいて
は防雪

フード及びルーフペンチレーターを、それぞれ試作開発
するこ

ととした。

　ポリ塩化ビニル及び合金アルミは、軽量・耐候性・耐薬品性・
耐油性・物理的強度が特長であるため、今後も活用の範囲が広が
ると考えられます。具体的には、浄水場、病院、ゴミ処理施設、
原燃施設等からは、既存ダクトについて、錆びの発生やメンテナ
ンスが不便であるといった意見があがっているため、これに対し、

本事業の成果であるポリ塩化ビニル及び合金アルミダクトの
提案を積極的に行っていきます。また、パンフレットや

展示サンプル品等を製作し、販売促進・営業活動を
行い、受注拡大及び売上増加を目指します。

代表取締役 冬木 武司

株式会社 冬木工業
代表者 /代表取締役 冬木 武司
創　立 /昭和 48年
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従業員数 / 5 名
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　高性能シャーリング機の導入により、今まで外注にて対応し
ていた長尺板材の切断が可能となったことで、社内一貫生産が
実現し、更に、バリ除去等の手直し工程の省力化が可能となっ
た。それにより、当社でもできるという良い宣伝になり、機械
が入ってから、「この機械で作業します」というのを実際に見
てもらえることで、受注が増えた。
　社内の製造環境においても、１級建築板金技能士やＰＶＣ
（ポリ塩化ビニル）溶接資格取得等、社員教育・技術鍛錬を計
画的に実施している。資格を取ることは「目に見える自分の
技術の証」とし、後進を育てるという意味でも資格取得に力
を注いでいる。
　高い技術力を持ち、新しい機械を導入したおかげで仕事量
が増えた。また、従業員が一生懸命で丁寧な仕事をしている
ので現場からのクレームが来ないのも嬉しいことである。
　それと従業員が取り付け現場で提案・営業をしてくれるの
も受注が伸びた要因だと思っている。実際に現場の人間と直
接かかわることができ、その場で具体的な話ができるため即
見積もり、受注ということもある。
　これらを併せ、本事業の成果を活用することで、今後は、
高品質・低コスト
・短納期による他社
との競争力強化を
目指す。

株式会社 冬木工業

【今後の展望】

高性能シャーリング機導入による高性能シャーリング機導入による

社長のお話
　当社では、全従業員に仕事に
必要な資格を取らせています。お金をかけて資格を取らせるの
は、もちろん仕事をするうえで
必要ということもありますが、会社に何かあっても資格を持っ
ていれば、次につながり、生活を
維持できるとの考えがあり、従
業員の生活を守らなければなら
ないとの思いがあります。
　自分は他の人に助けられて、人に恵まれて仕事をしてきまし
た。とてもありがたいことです。

〈事業内容〉空調ダスト・厨房フード・外部フー
ド等、多種多様な素材に対応した曲げ・溶接等
の加工技術は品質・短納期で高評価を得ている。


